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FinTech is gaining considerable attention in recent years as it applies 
new technologies -- including those of information and 
communications -- to innovative financial services. 

Considering that finance is closely associated with 
information,  developments in information technology and its 
application can broaden the frontiers of financial services.  In 
addition, such developments have the potential to improve the 
efficiency of financial services, and further bring a wide range of 
benefits to the economy as a whole through promoting new 
economic activities. 

In order to bring new products and services to life, the interaction of 
knowledge and creativity is extremely important.  To foster FinTech 
and maximize its contribution to the economy as a whole, 
constructive and interactive communication among a wide range of 
players, including those affiliated with traditional finance industry and 
academic community, is required.  Bearing this in mind, the Bank 
today established the FinTech Center within its Payment and 
Settlement Systems Department. 

The Bank aims to reinforce its efforts in which the developments of 
FinTech will contribute to enhancing financial services and achieving 
sustainable growth of Japan's economy.  The Bank will also endeavor 
to play an active role as a catalyst for promoting interaction among 
financial practices and innovative technologies, research and study, 
and the needs of the economic society.  The Center will serve as a 
hub for such interaction.  I hope that a wide range of parties involved 
in financial innovations and FinTech will give support to and take full 
advantage of the Center's activities. 

                 Haruhiko Kuroda  
               Governor of the Bank of Japan 
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「第1回FinTechフォーラム」の開催 
・8月23日（火）13:00～18:00に開催 

・テーマは「FinTechと情報セキュリティ」。冒頭に総裁が挨拶。 

▽ プレゼン内容 

 (1)「FinTechにおける生体認証技術の可
能性と留意点」 

(2)「金融分野におけるブロックチェーン技術の実装事
例とその安全対策」 

会社名 仮題 会社名 仮題 

日本銀行 
生体認証システムのセキュリティ
評価と国際標準化 

コンセンサス・ベ
イス 

ブロックチェーンの安全性とセキュリティ 

株式会社Orb / 
慶應義塾大学 
SFC 研究所 

ブロックチェーンにおける識別子と鍵管理 

Liquid 
FinTechにおける生体認証とセ
キュリティについて 

カレンシーポート 
金融分野へのブロックチェーン利活用に
際する実装課題と安全対策 

NTTデータ 
ブロックチェーン導入における課題とその
対応について 

NEC 
生体認証：Fintechにおける資産
保全 

日本IBM 
Hyperledger Projectのセキュリティと方向
性 

みずほ銀行 
証券ポストトレードにおけるプロックチェー
ン技術の実装デモとその安全対策 
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仮想通貨の利用拡大 

4 
4 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

ビットコインの交換価値と利用者数 

利用者数（万人） 

交換価値（USD） 

出典：blockchain.info 



Bitcoinの半減期前後の相場変動 
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JPY/BTC相場 

半減期 

Bitfinex事件 



Ethereum 
The DAOの 
ファンド 
156億円 

 

The DAO事件：攻撃の手口 

TheDAOの基本契約 

Ethereum Virtual Machine 

TheDAO Smart Contract Code JAVAに翻訳 

child DAO 
split 

reward 

The DAOの 
ファンド 

 
 

child DAO 

Attackerの出資分 

Attackerの出資分 
+ reward総計 約50億円 

Attackerの口座 

1回限りのはずのrewardがCodeのバグ 
により何回も繰返し送られてしまう 

7/17 
Ethereumの 
Hard forkにより阻止 
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各国中央銀行がデジタル通貨に関心 



BIS/CPMI・デジタル通貨報告書における 
デジタル通貨の位置付け 



とはいえ、既に通貨のほとんどはデジタル化している 
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想定する「デジタル 
通貨化」の範囲は? 

出典：日本銀行、マネーストック統計 



銀行券の
流通過程 

出典：日本銀行金融研究所編、 
「日本銀行の機能と業務」、2011年3月 



資金循環勘定 
 

部門別の金融資産・ 
負債残高 

（2015年3月末、兆円） 

出典：日本銀行調査統計局、「資
金循環勘定の解説」、2016年3月 



住信SBIネット銀行の実証実験概要 
 実験結果概要 
  銀行勘定系を想定した実証実験。 

 
 
 
 
 

検証項目 内容 

大量口座検証 当社口座数を想定した250万口座を作成 

高負荷時検証 夜間バッチを想定した9万件の処理 

環境負荷検証 意図的なノードダウンによる負荷検証 

改ざん防止検証 ハッキングプログラムを用いた検証 

 DR/BCP分野において効果。 
 一方、周辺アプリケーション領域に課題。 

出典：2016.6.10 日本銀行金融高度化センターワークショップ提出資料 
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日本取引所の分散型台帳WPから 



パブリック型ではなくコンソーシアム型を選択 

出典：日本取引所、JPXワーキング・ペーパー『金融市場インフラに対する分散型台帳
技術の適用可能性について』、2016年8月 



証券決済DVP実現のために必要なもの 

安定したファイナリティと十分な発行量を保証する法定デジタル
通貨を中央銀行が発行し、DLT上で取り扱う事を可能とすれば、
これらの問題を抜本的に解決する可能性がある。 

出典：日本取引所、JPXワーキング・ペーパー『金融市場インフラに対する分散型台帳
技術の適用可能性について』、2016年8月 



プライベートなブロックチェーンと 
パブリックなブロックチェーン 

とはいえ、現在の金融業界の「bitcoin
はだめだけれど、private/consortium型

のブロックチェーンなら大丈夫」という
考え方は、二重の意味で問題がある。 

①public型の可能性を放棄 
②consortium型のブロックチェーン
における合意形成問題 

プライベート型 コンソーシアム型 パブリック型 

管理者 単独の機関 複数のパートナー 存在せず 

ノード参加者 管理者による許可制 管理者による許可制 制限なし 

合意形成 厳格ではないことが
可能 

厳格ではないことが
可能 

厳格であることが必要
（PoW、PoS等） 

取引速度 高速 高速 低速 

Bitcoin、Ethereum等

の仮想通貨の基盤
に利用されている 

現在、金融業界が実証実験のター
ゲットとしているブロックチェーン 
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